










































































２  スタークウェザー書簡〈243〉（1878年７月26日付）【Asphodel 45, pp.316-325】
参照。
３  梅本町公会（1874年創設、M. L. Gordon が初代仮牧師）と浪花公会（1877年
澤山保羅が創設、日本初の自給教会）を指す。




































































































おみやさん11   （「お」は敬称、「さん」は人名につける。Miss にあたる）
“神社”
おみねさん12   “山の頂上”
おしづさん13
おはるさん14   “春”






おせんさん20   “香”
おすえさん





















１  Miss Abbie B. Child　スタークウェザーの書簡〈74〉の註１【Asphodel 45, p.302】
参照。
２  Eliza Talcott（1836-1911）と Julia Elizabeth Dudley（1840-1906）スターク
ウェザー書簡〈241〉の註３【Asphodel 45, p.310】参照。
３  横井宮（1862-1952）スタークウェザー書簡〈74〉の註16【Asphodel 45, p.304】
参照。






６  岡部長職（1855-1925）スタークウェザー書簡〈76〉の註１【Asphodel 45, p.326】
参照。
７  Mary Elizabeth Gouldy（1843-1925）大阪最初の独身女性宣教師。1874年来日。
８  1878年７月15日～17日、東京築地の新栄教会で、第１回全国基督信徒大親睦会が
開催された。
９  Joseph Cook（1838-1901）アメリカの伝道者。日本には、1882年４月に来訪。
東京、横浜、名古屋、京都、神戸、大阪、長崎の各地で講演を行った。
10  陶山たせ　スタークウェザー書簡〈242〉の註４【Asphodel 45, p.316】参照。
11  横井宮　註３参照。
12  山本峯（1862-1887）スタークウェザー書簡〈242〉の註２【Asphodel 45, p.316】
参照。
13  大西静（伊勢出身）
































































































































































































１  スタークウェザー書簡〈243〉の註９【Asphodel 45, p.325】参照。「14名になっ
た」の意。
２  Dwight Whitney Learned（1848-1943）創設期の同志社を支えた宣教師の１人。
1875年来日、帰国するまで53年間、J. D.デイヴィスとともに同志社の礎を築いた。






５  新島と同様、ハーディ夫妻が養父母となっていた J. M. シアーズからの送金によっ
て新築した新島の自宅。現新島旧邸。当時新島宅を会場にしたのは、西京第二公
会であった。











９  Justina Emily Wheeler（?-1878）は、1878年５月、来日中の北中国ミッショ









































































３  Robert Henry Davis（1844-1899）夫妻、James Horace Pettee（1851-1920）
夫妻、女性宣教師 Fannie Adelia Gardner（1849-1930）が、1878年10月26日
に神戸に到着した。


















11  Julia Ann Eliza Gulick（1845-1936）1874年来日。この頃、女性への伝道のた
め、神戸から彦根に出かけていた。実兄 O. H. ギューリックと共に、オルガン
購入に尽力した。
12  John Gulick と書かれているが、彦根のオルガン購入に際して、その注文交渉
にあたったのは、ジュリアの次兄 Orramel Hinckley Gulick（1830-1923）【『彦
根教会九十年史』p.7】なので、スタークウェザーの勘違いであろう。なお、
John Thomas Gulick（1832-1923）はジュリアの三番目の兄であり、神戸・大
阪・新潟で伝道に従事した。
13　1876年11月から12月にかけて、京都に相次いで設立された３公会は、それぞれの
公会として独立していたが、相互の交流も盛んで、聖餐式は２か月に一度、合同
で行っていた。
14　Daniel Crosby Greene（1843-1913）スタークウェザー書簡〈241〉の註１
【Asphodel 45, p.310】参照。
15　スタークウェザー書簡〈78〉の註５参照。
《209》【小島紀子 訳】
ボストン、マサチューセッツにて、1878年12月27日、アリス・Ｊ・スターク
ウェザー宛
拝復
　10月19日付の手紙１を受け取り喜んでいます。ラーネッド夫人の健康回復
について知らせてくれた情報も嬉しく思います。こちらから夫人に日本に留
まって、日本で健康回復のために最善を尽くすようアドバイスをするには、
若干のためらいはありましたが、どこか京都からの転地で十分で、アメリカ
に帰る必要はないと言える場所があるに違いないと楽観的に考えていました。
帰るよりも残るという事実そのものが、彼女の勇気と希望を支える助けとなっ
たに違いありません。今や、もっと適当な住宅が確保できるのですから、こ
れからも引き続き快方に向かうだろうと期待しています。
　女学校で受け入れ可能な学生数に課されている制限はもう取り除かれて、
172 アメリカン・ボード宣教師文書
少なくとも自費生を全て受け入れられるようになっていることでしょう。当
座はあなたと、共に働く若い同僚が世話や労働で無理をすることのないよう、
数を制限するほうがいいと思えました。明らかなことは、日本語に慣れ理解
できるようになるには、これまで割り当てられていた、あるいは必要だと思
われていた以上の時間を新来者には与えなければいけないということです。
するべきとわかっており、それをしたい気持ちはあるのに、まだ思うように
口で言えない人のイライラは十分にわかりますが、初めの内の忍耐は結局持
続と、より大きな成功を保証するのです。
　仕事の進み具合が分かるので興味深いのですが、親切に言及してくれてい
る他のことには、今ここで細かく触れることはしません。１通１通が私たち
にとても勇気をもたらしますし、この手紙があなたに届く前には政府の制限
が取り除かれ、ウィルソンとパーミリーがあなたの女学校に迎え入れられる
ようにと願っています。
　心からの挨拶と、あなたの成功と幸せを願いつつ。
 敬具
 N. G.クラーク
１  前掲、スタークウェザー書簡〈244〉。
